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子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み

も
終
わ
り
新
た
な
生
活
様
式

で
の
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
の
一
般
質

問
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
た

な
生
活
ス
タ
イ
ル
で
、
一
歩

進
ん
だ
質
問
が
多
く
あ
り
、

ま
た
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

で
、
防
災
の
質
問
も
あ
り
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
消
防
指
令

室
が
秦
野
市
と
共
同
運
用
さ

れ
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
、
運

用
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
ス
ム

ー
ズ
な
応
援
体
制
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
、
消
防
活

動
全
般
に
お
い
て
多
く
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
安
全

で
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
市
議
会
と
し
て

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い

り
ま
す
。　
　
　

（
夛
田
）

市議会の日程

●
少
人
数
学
級
編
制
の
実
現
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員

　

定
数
改
善
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
２
分
の
１

　

復
元
を
求
め
る
意
見
書

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
教
職
員
定
数
改
善

計
画
の
早
急
な
策
定
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
を
関
係
機
関
に
要
望
す
る
。

　

提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

市
民
の
意
見
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

※
要
旨
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
議
会
事
務
局
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

各
委
員
会
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
５
月
か
ら
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

き
た
内
容
を
提
言
書
に
ま
と
め
、
市
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。
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９月定例会の審議状況

議案第35号 令和元年度公共下水道事業会計決算の認定

議案第36号 市税条例の一部を改正する条例

議案第37号 令和2年度一般会計補正予算（第6号）

議案第38号 令和2年度一般会計補正予算（第7号）

議案第39号 秦野市・伊勢原市消防通信指令事務協議会規約に関する協議

議 員 提 出 

議案第２号 少人数学級編制の実現をはじめとする教職員定数改善、義務教育費国庫

 負担制度の２分の１復元を求める意見書

陳　　　情  

陳情第５号 伊勢原市における犯罪被害者等支援条例の制定を求める陳情

陳情第６号 種苗法の改正についての意見書の国への提出及び種苗法改正についての

 農家、市民への情報提供についての陳情

陳情第７号 少人数学級編制の実現をはじめとする教職員定数改善、義務教育費国庫

 負担制度の２分の１復元を求める陳情

陳情第８号 「別居・離婚後の面会交流についての法整備を求める意見書の提出」を

 求める陳情

１　新たなハザードマップを活用した新型コロナウイルス感染防止

対策を含めた避難所マニュアルを作成し、避難所運営について

は人権保障（ジェンダー、高齢者、障がい者、妊婦、子育て家庭

等）の視点にたった取組及び新たな公共施設や民間宿泊施設へ

　の拡大、駐車場の台数確保、食料や毛布等を持参しなくてもよ

いように災害弱者への配慮を拡充すること。

２　頻発する集中豪雨や地震の発生から市民の安全を早期に確

保するため、上空から被害状況の把握や被災者の捜索等にドロ

ーンを導入し活用すること。

１　医療機関・保険者・民間事業者と連携し、それぞれの特徴を生

かした健康施策の取組を議論する場を設定する。

２　ICTを活用した健康アプリの導入や個人の健康状況に応じた

運動や食生活メニューの提供によるきめ細かい健康づくりを行

うなどして、市民全体で健康への関心を高め健康づくりを推進

する。

３　市民が身近な場所で気軽に体を動かすことができる場所を歩

いて行ける範囲（半径１ｋｍ位）に確保することで地域間格差を

解消する。

１　伊勢原駅北口トイレの早急な改善

　　駅北口トイレは、老朽化が進行する等、伊勢原の玄関口にある

トイレとしてふさわしいとは言えない。駅北口の再開発による全面

リニューアルを考慮に入れるも、感染症対策に配慮し、観光客、

女性が安心して使えるトイレにするように、早急に改善すること。

２　比々多、大山、日向、伊勢原駅を結ぶ周遊バスの運行

　　駐車場不足を解消すると共に、市域全域に点在する観光資源

を有効に活用する。市民の利用を促進し、高齢者等の日常の交

通手段にすることにより、経費の縮減と買い物難民対策とする。

委　員　会 提　言　内　容

総務

常任委員会

産業建設

常任委員会

教育福祉

常任委員会


